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はじめに

•これからの学術情報システムを構築す
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3



目次

•はじめに

•これからの学術情報システム構築検討委員
会とは

•これからの学術情報システム構築検討委員
会の検討の経緯

•まとめ（これからの学術情報システムの今
後の展望と課題）

4



5



6



検討体制の概要
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オープンアクセス
リポジトリ推進協会

(JPCOAR)

国公私立大学図書館協力委員会 国立情報学研究所

国立大学図書館協会 私立大学図書館協会公立大学協会図書館協議会

大学図書館
コンソーシアム連合

(JUSTICE)

これからの学術情報システム
構築検討委員会

（これから委員会）

大学図書館と国立情報学研究所との連携・協力推進会議

助言・報告
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大学図書館コンソーシアム連合（JUSTICE）

(1) バックファイルを含む電子ジャーナル等の確保と恒久的なアクセス
保証体制の整備

(4) 学術情報の確保と発信に関する人材の交流と育成

オープンアクセスリポジトリ推進協会（JPCOAR）

(2) 機関リポジトリを通じた大学の知の発信システムの構築

(5) 学術情報の確保と発信に関する国際連携の推進

これからの学術情報システム構築検討委員会（これから委員会）

(3) 電子情報資源を含む総合目録データベースの強化

共通
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これから委員会における検討の経緯
委員会 電子リソース 目録システム

2012 委員会設置 ERDBプロトタイプ構築プロジェク
ト（-2013）

2014 電子リソースデータ共有WG

2015 「これからの学術情報システ
ムの在り方について」

電子リソースデータ共有作業部会
設置
ERDB-JP公開

NACSIS-CAT検討作業部会 設置
「NACSIS-CAT/ILLの軽量化・合
理化について（基本方針案の要
点）」

2016 「電子リソース管理システムの利
用可能性の検証について（平成28
年度最終報告）」

「基本方針」
「実施方針」

2017 これからの学術情報システム
に関する意見交換会2017

「電子リソース管理システムの利
用可能性の検証について（2017年
度最終報告）」

2018 「これからの学術情報システ
ムの在り方について
（2019）」

「電子リソース業務の管理基盤・
ワークフロー構築についての検討
（2018年度報告）」他

「NACSIS-CAT/ILLの軽量化・合
理化について（最終まとめ）」
（→CAT2020）

2019 作業部会の再編 • システムモデル検討作業部会
• システムワークフロー検討作業部会

2020 CAT2020開始（8/3）

2021 推進会議にて「図書館システ
ム・ネットワーク運営協会
（仮称）」の設立を提案

「大学図書館向け学術情報システムを36年ぶりに一新」
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開始当初の検討にあたっての材料

12

学術情報システムの諸課題を次の3つの観点で整理
1) 電子ジャーナル所在情報の共有
2) 大学図書館システム
3) 学術情報システムを支える組織と人材育成

「電子的学術情報資源を中心とする新たな基盤構築に向けた構想」（2012.3）
（国立情報学研究所 学術コンテンツ運営・連携本部 図書館連携作業部会）

「今後の基盤構築の方向性および原則」を次の3点に集約
1) 電子情報資源の確保
2) メタデータのオープン化と相互接続性（相互運用性）の確保
3) 統合的発見環境とシステム基盤

「電子環境下における今後の学術情報システムに向けて」（2011.11）
（国立大学図書館協会 学術情報委員会 学術情報システム検討小委員会）



2012-2014年の検討結果（課題のまとめ）
項 目 内 容

全体 「総合的発見環境」の定義、大学図書館および NII 等の電子
的コンテンツの整備、メタデータのライセンスの整理と提供
方針の策定、大学図書館・NII・NDL等の協力体制の確立など

電子リソース ERDB収録範囲の検討(および優先度づけ)、大学(および
JUSTICE)と協力した運営体制の確立、電子情報資源の統計情
報など

目録システム NACSIS-CAT/ILLに係るガバナンス、NACSIS-CAT/ILLの理念の
再考、メタデータ・フォーマットの検討/RDA への対応、
NACSIS-CAT/ILLのシステムの再編、目録にかかわる研修の再
編、貴重図書・特別コレクション等の電子版への対応、相互
運用性の確保(システム基盤、CAT-Pプロトコル、書誌階層等)

デジタイズ 既存資料の電子化の意義と効果の検証、和書・和雑誌の電子
化、デジタル情報に対する永続的アクセス・長期保存
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（“第8回これからの学術情報システム構築検討委員会 議事要旨,”
（ http://www.nii.ac.jp/content/korekara/about/document/pdf/korekara_record20141027.pdf ））
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「これからの学術情報システムの在り方
について」（2015年5月）



「これからの学術情報システムの在り方
について」（2015年5月）
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2. 進むべき方向性
これからの学術情報システムに求められるのは、

ユーザーが必要とする学術情報を直接的かつ迅速
に入手することができる環境であり、これらを実
現するために、以下の3点を推進する必要がある。

(1) 統合的発見環境の提供

(2) メタデータの標準化

(3) 学術情報資源の確保



「これからの学術情報システムの在り方
について」（2015年5月）
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3. 本委員会の当面の課題

(1) 電子情報資源のデータの管理・共有

(2) NACSIS-CAT/ILLの再構築（軽量化・合理化）



「これからの学術情報システムの在り方
について」（2015年5月）
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3. 本委員会の当面の課題

(1) 電子情報資源のデータの管理・共有

(2) NACSIS-CAT/ILLの再構築（軽量化・合理化）

電子リソースデータ共有作業部会

NACSIS-CAT検討作業部会
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「これからの学術情報システムの在り方
について(2019)」（2019年2月）
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2. これまでの検討
本委員会では、「在り方」に基づき、電子情報

資源・印刷体を区別することなく統合的に発見で
き、最終的に必要とする学術情報にアクセスでき
る、国レベル及び各図書館レベルの環境（これを
「統合的発見環境」と呼ぶ）の構築に向けた検討
を行ってきた。

21

書誌コントロールの実現

「これからの学術情報システムの在り方
について(2019)」（2019年2月）

21



22

3. 進むべき方向性
これまでの検討を踏まえ、これからの学術情報

システムが実現すべき機能及び検討課題について、
以下の5点にまとめた。
(1) 統合的発見環境を可能にする新たな図書館

システム・ネットワークの構築
(2) 持続可能な運用体制の構築
(3) システムの共同調達・運用への挑戦
(4) メタデータの高度化
(5) 学術情報資源の確保

「これからの学術情報システムの在り方
について(2019)」（2019年2月）
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「進むべき方向性」の更新

2015 2019

(1) 統合的発見環境の提供 (1) 統合的発見環境を可能に
する新たな図書館システム・
ネットワークの構築

(2) 持続可能な運用体制の構
築

(3) システムの共同調達・運
用への挑戦

(2) メタデータの標準化 (4) メタデータの高度化

(3) 学術情報資源の確保 (5) 学術情報資源の確保

23



4. 次に取り組むべき課題

(1) 統合的発見環境を可能にする新たな図書館シ
ステム・ネットワークのモデル構築

(2) 持続可能な運用体制の構築
(3) システムの共同調達・運用に向けた課題検討

24

「これからの学術情報システムの在り方
について(2019)」（2019年2月）
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4. 次に取り組むべき課題
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(2) 持続可能な運用体制の構築
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システムワークフロー検討作業部会

システムモデル検討作業部会
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「これからの学術情報システムの在り方
について(2019)」（2019年2月）
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ここまでの検討のまとめ(1)
在り方（2015） 在り方（2019）

(1) 電子情報資源のデータの管
理・共有

(1) 統合的発見環境を可能にす
る新たな図書館システム・ネッ
トワークのモデル構築

(2) NACSIS-CAT/ILLの再構築
（軽量化・合理化）

(2) 持続可能な運用体制の構築
(3) システムの共同調達・運用
に向けた課題検討

システムワークフロー
検討作業部会

システムモデル
検討作業部会

電子リソースデータ
共有作業部会

NACSIS-CAT検討
作業部会
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調査・検証
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ここまでの検討のまとめ(4)
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共同利用システムの更新
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共同利用システム
（NII/JUSTICE等）

図書館システム
（大学図書館等）

図書館システム・ネットワーク（大学等）

新NACSIS-CAT/ILL
・国際標準への対応

電子リソース管理サービ
ス

・ライセンス
・タイトルリスト

・国際標準への対応

今回整備を行う範囲

データ連携（CATP） 相互のデータ連携等

印刷体に
対応したシステム

電子リソースと印刷体に
対応したシステム

ダウンロード利用等

将来の共同調達・運用が
検討されている領域

大学図書館向け学術情報システムを36年ぶりに一新
学術資料のデジタル化に対応した目録所在情報サービスを2022年から順次
運用開始
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将来の共同調達・運用が
検討されている領域

大学図書館向け学術情報システムを36年ぶりに一新
学術資料のデジタル化に対応した目録所在情報サービスを2022年から順次
運用開始
紙だけでなく、
電子も扱える
システムの構築

システムワークフロー検討作業部会
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共同利用システム
（NII/JUSTICE等）

図書館システム
（大学図書館等）

図書館システム・ネットワーク（大学等）

新NACSIS-CAT/ILL
・国際標準への対応

電子リソース管理サービ
ス

・ライセンス
・タイトルリスト

・国際標準への対応

今回整備を行う範囲

データ連携（CATP） 相互のデータ連携等

印刷体に
対応したシステム

電子リソースと印刷体に
対応したシステム

ダウンロード利用等

将来の共同調達・運用が
検討されている領域

大学図書館向け学術情報システムを36年ぶりに一新
学術資料のデジタル化に対応した目録所在情報サービスを2022年から順次
運用開始

コミュニティ
の形成 システムモデル検討作業部会
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ここまでの検討の経緯（まとめ）
在り方（2015） 在り方（2019）

(1) 電子情報資源のデータの管
理・共有

(1) 統合的発見環境を可能にす
る新たな図書館システム・ネッ
トワークのモデル構築

(2) NACSIS-CAT/ILLの再構築
（軽量化・合理化）

(2) 持続可能な運用体制の構築
(3) システムの共同調達・運用
に向けた課題検討

システムワークフロー
検討作業部会

システムモデル
検討作業部会

電子リソースデータ
共有作業部会

NACSIS-CAT検討
作業部会

CAT2020

図書館システム・ネットワーク
運営協会（仮称）の提案

ERDB-JP
電子リソース管理システムの

調査・検証

CAT2020

共同利用システムの更新
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図書館システム・ネットワーク運営協会（仮
称）の提案
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目次

•はじめに

•これからの学術情報システム構築検討委員
会とは

•これからの学術情報システム構築検討委員
会の検討の経緯

•まとめ（これからの学術情報システムの今
後の展望と課題）
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あらためて

•これからの学術情報システムを構築す
るにあたっての3つのキーワード
•メタデータ
•ユーザ

•制度（コミュニティ）
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どのようなメタデータを、どのように持
つのか、生かすのか
• 総合目録データベース
• 電子情報資源（の不在）：ERDB構築、ワークフ
ローの再検討

• 書誌データの出自
→ 相互運用性
→ 標準化
→ “つながる”データ

• 所蔵（アクセス）データの出口
• リンクリゾルバの提示するメニューの多様化

• 多様なメタデータの利用可能性
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これからの学術情報システムの利用者

• 学術情報の利用者： 研究者、学生、一般の人々

• 学術情報システムの利用者
• 図書館

• 国立情報学研究所

38

発見可能性の
向上

アクセスの向上
利用者の文脈へ

の接近

図書館運営の
省力化

図書館運営の
効率化

図書館運営の
高価値化

共同利用機関
としての使命

研究機関として
の研究開発

プレゼンスの
向上



制度（コミュニティ）

• 持続可能性
• 経費
• 人材育成

• 目録（情報組織化）担当者の不在
• 新たなサービスを開発するための研究活動
（システム、海外の動向調査などを含む）

• 相互運用性
• 国際標準化
• 外部連携
• 学術コミュニティへの貢献
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整理担当者の推移
40
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未着手の課題

• 情報資源の電子化と利用
• 国内における総合的なコレクション構築（収集か
ら保存まで）
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ご清聴ありがとうございました
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